
ワークショップ

ヴァルター・ベンヤミンの
アレゴリー論

【講師プロフィール】
1985年愛媛県松山市出身。京都大学で美学とドイツ文学を学
び、2016年に京都大学博士号（文学）を取得。現在、関西学
院大学教授。2022年夏から1年間、在外研究でミュンヘンに滞
在（ルートヴィヒ・マクシミリアン大学客員研究員）。2023
年に『ベンヤミンの歴史哲学――ミクロロギーと普遍史』（人
文書院）を刊行し、同書で第22回日本独文学会・DAAD 賞を受
賞。現在は、寓話論・プラネタリウム論・ギュンター・アン
ダース論に取り組んでいる。

2025年8月1日（金）14時～16時半

立命館大学衣笠キャンパス 諒友館309

講師：宇和川雄氏
（関西学院大学文学部教授）

本ワークショップでは、『ベンヤミンの歴史哲学――
ミクロロギーと普遍史』（人文書院、2023年）の著者
である宇和川雄氏をお招きし、ベンヤミンのアレゴリー
論にかかわってご講演いただきます。

【主催・問合せ先】
立命館大学国際言語文化研究所・重点研究プロジェクトA２
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